
















ある（大月、2005 : 4 ; Sastry, 1997 : 237）。換言するならば、Lewin（1947）の組織変革
プロセスを示した３段階モデル（解凍、移行、再凍結）から様々な組織変革の研究が進めら
れているが、議論が錯綜している。その中で、断続均衡モデルは組織変革論において有力な
パラダイムの一つとされている（Brown & Eisenhardt, 1997: １; 大月、2005: 130; Romanelli











































































Tushman & Romanelli (1985) 漸進的変革 急進的変革
Nadler & Tushman (1995) 連続的変革 不連続的変革
Burke (2013) 進化的変革 革命的変革
Meyer, Goes & Brooks (1993) 第一次変革 第二次変革
Weick & Quinn (2000) 継続的変革 挿話的 (Episodic) 変革
（出所）筆者作成




















Bedeian, 1999 : 295）。換言するならば、コンテクストは組織を取り巻く環境であり、組織
変革における動因となる。コンテクストは組織内コンテクストと組織外コンテクストがあ
る。組織内コンテクストは、組織メンバーの信念、態度、意図、行動に影響を及ぼす組織の








Bedeian, 1999 : 295）。また、「時間を通じて物事が出現し、発展、成長、衰退」（Langley,
Smallman, Tsoukas & Van de Ven, 2013 : 1）する過程と捉えることもできる。プロセ
スは第1節で言及したLewin（1947）の３段階モデルに端を発する。Lewinのモデルは「組
織変革を線形かつ静的なものと捉えているため、複雑な組織変革を提示するのに適切でな
い」（Kanter, Stein & Jick, 1992 : 10）という批判が挙げられる。しかし、その後登場し
た様々なプロセスモデルはLewinのモデルに極めて似ている点がみられる（Elrod &
Tippett, 2002 ; 古田、2013）。したがって、プロセスはLewinの３段階モデルのように、組
織が段階を踏んで変革することを説明する。
コンテントは「組織変革の成功要因と失敗要因に焦点を当てること」と定義される
























によって中断されることを示したモデル」（Romanelli & Tushman, 1994 : 1141）である
と捉えることができる。図２は断続均衡モデルの枠組みであるが、この図に基づいて断続均
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衡モデルの先行研究を整理する。
３.１ 断続均衡モデルの構成概念



















































織変革の可能性につながりやすい（Tushman & Romanelli, 1985）。Gordon, Stewart,
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